
      

 
２月４日（木）、今年度 図書放送委員会の最後の展示企画として、バレンタイン・デーをイメー

ジした書物を紹介するプチ・コーナー作りに取り組みました。３学期の学校図書館では、様々な調

べ学習授業が行われています。学習の妨げにならないよう、展示スペースは各机の片隅に小さくま

とめ、こじんまりとしたかわりに目を惹くチョコレート菓子を添えました。 

 
書物の保護のため、学校図書館では飲食物の持ち込みを禁止しています。本物のチョコレートを

飾るわけにはいかないので、100 円 shop で売っている軽量粘土にポスターカラーで色をつけて、

本物そっくりの疑似チョコレート菓子を作り、生徒それぞれがバレンタイン・デーをイメージして

選んだ本とセットで飾っています。 

 
係の図書放送委員と有志の一般生徒、男女あわせて９名の生徒が、わきあいあい、両手を絵の具

でチョコレート色に染めつつ粘土をこねて、あらかじめ商店等で観察してきた本物のチョコレート

菓子そっくりに仕上げました。 

  

 

 参加した生徒からは「思っ

ていたより、簡単だった」と、

好評でした。このようなワー

クショップを兼ねた様々な

展示企画を、今後も継続して

いきたいと思います。 


